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福岡県立大学人間社会学部における「プログラミング概論」の教育効果（2022年度） 
－PythonとJavaScriptの基礎的なスキル習得と授業形式の比較－

石　崎　龍　二＊

要旨　福岡県立大学人間社会学部で2022年（令和４年）度に開講された「プログラミング概論」

について、プログラミング言語の基礎的なスキルの習得状況に関する質問紙調査やeラーニング

確認テストなどの観点から教育効果を考察した。

　調査の結果、Python、JavaScriptの基礎的なスキルに関しては、受講前に比べて受講後での受

講生の自己評価が有意に高く、授業での教育効果が認められた。さらに、対面形式で行った2022

年（令和４年）度の授業は、オンライン形式で行った2020年（令和２年）度の授業と比較して、

受講後での受講生の自己評価が高かったことがわかった。これは、「わからない時はその場で質問

できる」「授業のペースに合わせて学習できる」といった対面形式の利点に加え、録画を後から

視聴できるようにしたことが要因として考えられる。ただし、受講後でも自己評価が低い項目が

複数あり、授業内容や課題の難易度を適切に調整することやタイピングが苦手な受講生の入力時

間を考慮した授業進行の工夫が必要であることが示唆された。

キーワード　 プログラミング教育、対面授業、オンライン授業、教育効果、ｅラーニング

１　研究背景と目的

近年、IoTの進展に伴い、大量のビッグデー

タが蓄積され、その利活用が進んでいる。また、

AI技術などを利用した新しいアルゴリズム手

法も盛んに開発されている。このような時代に

おいて、教育現場でも情報通信技術を手段とし

て主体的に活用できる技能の習得が求められる

ようになってきた。文部科学省では、児童生徒

向けの１人１台学習者用端末と高速大容量の通

信ネットワークを一体的に整備するGIGAス

クール構想が進められており、高等学校でも、

学習指導要領改訂１）に伴い、2022年（令和４

年）度の入学生から「情報Ⅰ」が必修科目とな

り、プログラミング教育を必ず受けることに

なった。

このような変化に合わせて、大学においても

プログラミング教育の見直しが必要となってい
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る。2020年（令和２年）度から文部科学省によ

る「数理・データサイエンス・AI教育プログ

ラム認定制度」が開始され、全国の大学・短期

大学・高等専門学校を対象として、データサイ

エンス教育が推進されている２）。当大学では、

データサイエンス・プログラムを全学横断型教

育プログラムとして導入しており３）、保健福祉

分野における課題解決に必要な統計学や情報学

の知識やスキルを修得し、それらを応用する力

を養成することを目的としている。第１段階で

は、数学、統計学、情報学、情報処理の基礎を

学び、第２段階では、統計学や情報学の専門基

礎を身につけ、最後に第３段階では、統計学・

情報学の演習により応用力を磨くことを目指し

ている。また、当大学人間社会学部では、社会

調査やデータ分析、情報処理などの専門分野に

必要な知識やスキルを身につけるために、社会

調査や情報処理の科目を設置している。所定の

単位を取得すれば、上級情報処理士や社会調査

士の資格が取得できる。

2020年（令和２年）度から、小学校における

プログラミング教育の必修化が始まった。これ

により、2028年（令和10年）度以降に大学に入

学する学生たちは、小学校５年生や６年生から

この教育を受けた世代となる。大井・堀江

（2023）によると、高等学校での情報科におけ

るPythonを用いたプログラミングの授業の実

践において、いくつかの課題があるものの、生

徒の提出物や試験の結果からプログラミングの

学習にそれほど困難さはみられなかったとして

いる４）。このように大学入学前でのプログラミ

ング教育の強化を受けて、大学ではどのような

プログラミング教育を提供するべきかという課

題が生じている。特に、文系の学部においては、

プログラミング教育における課題が多いことが

調査により明らかとなっている。葛西・金澤・

大島・末次・渡邉（2022）が実施した調査によ

れば、文系大学生の多くが高等学校を卒業する

までにプログラミングを学習しておらず、AI

を学ぶための数学やコンピュータに対する苦手

意識があることが指摘されている５）。齋藤・隈

本・池田・平山（2022）は、文系学部における

Pythonを用いたプログラミングとデータサイ

エンス導入に関する意識調査を実施し、学生の

興味関心は高く、知識の重要性についても理解

は得られているものの、プログラミングやデー

タサイエンスのスキルを身につけることに積極

的な回答は得られなかったとしている６）。

このような文系大学生の状況を考慮した上

で、文系学部におけるプログラミング教育をは

じめとするデータサイエンス教育の進め方につ

いて、どのような方法が適切かを考える必要が

ある。金子（2022）は、高等学校と大学で、

Pythonを使用したプログラミングの授業を実

施し、授業前後での学習者の興味・関心や学習

意欲の変化について分析した。授業実施によ

り、プログラミングへの「興味」が高まった点、

授業を行う前の「興味」「必要」が高ければ学

習「意欲」も高くなることを実証し、プログラ

ミングの学習者には「興味」「必要」「意欲」の

いずれかを高める必要性を指摘している７）。

プログラミングの学習への興味や関心を高め

るには、学習者が学んだ内容を理解できること

が不可欠である。内容を理解できなければ、プ

ログラミングの学習への「興味」「必要」「意欲」

にはつながりにくい。道越・奥井・丸野（2019）

は、文系学部におけるプログラミング教育の教

育効果に関して、ｅラーニングシステムの学習

履歴データから教育効果を分析した結果、プロ

グラミングの授業を終えた段階でも、習熟度が
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不十分であり、初回と最終回でプログラミング

の難しさに対する認識に変化が見られなかった

という課題を示している８)。当大学でも、人間

社会学部で２年次に開講している「プログラミ

ング概論」の教育効果に関する質問紙調査を、

2020年（令和２年）度に実施し、プログラミン

グの基礎的なスキルの習得に関しては教育効果

が認められるものの、スキルの定着までには

至ってはおらず、教育方法に改善の余地がある

ことを示した９）。

文系学部におけるプログラミング教育の教育

効果を向上させるためには、プログラミング言

語の学習において、具体的にどの部分に難点が

あるのかを明確にし、教育方法の改善点を見い

出すことが重要である。そこで本稿では、2022

年（令和４年）度に本学人間社会学部で実施し

た「プログラミング概論」の授業に関する質問

紙調査やｅラーニング確認テスト等の結果を分

析し、具体的な難点がどこにあるのか、さらに

どのように教育方法を改善すれば良いのかにつ

いて検討した。2022年（令和４年）度は授業を

すべて対面形式で行ったが、2020年（令和２

年）度は新型コロナウイルス感染拡大防止のた

めすべての授業をオンライン形式で行ってい

た。そのため、このような授業形式の違いによ

る教育効果の比較も行った。

２　方法

本研究では、以下の質問紙調査を行った。

⑴　事前事後調査

調査対象

福岡県立大学人間社会学部で2022年（令和４

年）度後期に開講された「プログラミング概論」

の受講者52名。

調査方法

「プログラミング概論」の授業時に、ｅラー

ニングシステムを使って質問紙調査を実施した

（ｅラーニングシステム上には、個人を特定す

る情報は記録されない）。

調査時期

調査は２回実施した。１回目は、「プログラ

ミング概論」の初回の授業開始時（2022（令

和４）年10月）、２回目は、「プログラミング概

論」の最終回の授業終了時（2023（令和５）

年２月）に実施した。

調査項目

受講前の調査項目は、所属に関するもの（２

項目）、資格取得に関するもの（２項目）、他の

科目の履修状況に関するもの（６項目）、プロ

グラミングの知識に関するもの（９項目）、

JavaScriptのスキルに関するもの（24項目）、

Pythonのスキルに関するもの（18項目）、プ

ログラミング全般のスキルに関するもの（１項

目）、PCの利用状況に関するもの（６項目）、

授業への要望に関する自由記述（１項目）、以

上の全69項目である。

受講後の調査項目は、所属に関するもの（２

項目）、資格取得に関するもの（２項目）、他の

科目の履修状況に関するもの（２項目）、

JavaScriptのスキルに関するもの（24項目）、

Pythonのスキルに関するもの（18項目）、

JavaScript及びPythonのスキルに関するもの

（１項目）、PCの利用状況に関するもの（５項

目）、授業形式に関するもの（４項目）、自由記

述（３項目）、以上の全61項目である。
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これらの調査項目のうち、受講前と受講後

で、所属に関するもの（２項目）、資格取得に

関するもの（２項目）、JavaScriptのスキルに

関するもの（24項目）、Pythonのスキルに関

するもの（18項目）、PCの利用状況に関するも

の（５項目）が同じ項目である。

回答者の内訳

調査回答者は表１の通りである。

３　調査結果

３．１　プログラミング言語の基礎的なスキル

の習得

「プログラミング概論」は、データサイエン

ス・プログラムの第２段階に位置づく科目で、

プログラミングに必要な基本的な要素やアルゴ

リズムの基本となる制御構造を理解し、学生が

問題に応じて適切に変数の宣言や制御文、関数

を使ったプログラミングができるようにするこ

とを履修目標としている。代表的なプログラミ

ング言語を例にして、変数、データ型、演算子、

配列などのプログラミングの基本的な要素や、

順次、分岐、反復などのアルゴリズムの基本と

なる制御構造、関数の作成方法、ファイル処理

などの手法を学習することとしている。

当該授業で取り扱うプログラミング言語は、

PythonとJavaScriptである。Pythonは高水

準言語であり、プログラムが比較的読みやす

く、書きやすいプログラミング言語であり、数

値計算、Web開発、データ解析、人工知能に

おける機械学習など、幅広い分野で活用されて

いるため、学習言語として選択している。また、

JavaScriptはスクリプト言語であり、Webサ

イトに動的な処理を実装できる言語であり、比

較的学びやすいことから、Web開発おいて基

本的なプログラミングスキルを習得するための

学習言語として選択している。さらに、異なる

プログラミング言語を学ぶことにより、プログ

ラミング言語の概念、構造や機能についてより

深く理解できるようになり、新たなプログラミ

ング言語を学習する力にもつながると考えてい

る。2022年４月から高等学校で使用される「情

報Ⅰ」の教科書でも、PythonとJavaScriptが

数多く取り扱われている。

受講前でのプログラミング言語の学習経験に

ついては、表２に示す通り、最も多かったのは

Javaであったが、その割合は10.4％（5）でしか

なかった。プログラミング言語を学んでないと

回答した割合は、「わからない」を含めて実に

79.2％（38）であった。金澤ら（2022）が報告

した結果と同様に、当該授業で初めてプログラ

ミング言語を学ぶ受講生が多いことがわかる。

３．２　Pythonの基礎的なスキルの習得

Pythonの基礎的なスキルの習得に関する調

査について、受講前と受講後での自己評価の変

表１　受講前後の調査の回答者数

回答者数

（人）

受講者数

（人）

回答率

（%）

受講前 48 52 92.3

受講後 29 52 55.8

表２　受講前でのプログラミング言語の学習経

験（N＝48）（複数回答）

プログラミング言語 回答者数（人） 割合（%）
Java 5 10.4
HTML/CSS 4 8.3
JavaScript 3 6.3
C 1 2.1
Ruby 1 2.1
R 1 2.1
Python 0 0.0
その他の言語 0 0.0
わからない 10 20.8
学んだことはない 28 58.3
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化を以下に示す。数の四則演算と演算結果の画

面への出力については、表３に示す通り、受講

前と比べて受講後の自己評価が３項目とも有意

に高いことがわかった。ここでは、「十分でき

る」を４、「ややできる」を３、「あまりできな

い」を ２、「全くできない」を １ とし、

Wilcoxonの順位和検定の片側検定を行った。

以降の検定も全て同様に行った。

分岐処理のプログラムについても、表４に示

す通り、受講前と比べて受講後の自己評価が２

項目とも有意に高いことがわかった。

反復処理のプログラムについても、表５に示

す通り、受講前と比べて受講後の自己評価が２

項目とも有意に高いことがわかった。

リストの活用についても、表６に示す通り、

受講前と比べて受講後の自己評価が３項目とも

有意に高いことがわかった。しかし、「２次元

リストの活用」については、受講後でも、「十

分できる」又は「ややできる」の回答率が

55.2％と低い。

ユーザ定義関数の作成についても、表７に示

す通り、受講前と比べて受講後の自己評価が４

項目とも有意に高いことがわかった。しかし、

「リストの引き渡しを行うユーザ定義関数を

使ったプログラム作成」については、受講後で

も、「十分できる」又は「ややできる」の回答

率が58.6％と低い。

表３ 　数の四則演算と演算結果の画面への出力

プログラムの作成

項目 自己評価
受講前（N＝48） 受講後（N＝29）
（人） （%） （人） （%）

画面へ文字
を表示する
プログラム

十分できる 0 0.0 17 58.6

**
ややできる 0 0.0 10 34.5
あまりできない 1 2.1 2 6.9
全くできない 47 97.9 0 0.0

計
算
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

数の四
則演算

十分できる 1 2.1 17 58.6

**
ややできる 0 0.0 7 24.1
あまりできない 3 6.3 5 17.2
全くできない 44 91.7 0 0.0

実数の
多項式
の計算

十分できる 0 0.0 9 31.0

**
ややできる 1 2.1 13 44.8
あまりできない 2 4.2 7 24.1
全くできない 45 93.8 0 0.0

受講前後での比較：n.s.：非有意, *：p＜0.05, **：p＜0.01（Wilcoxon順位
和検定（片側検定））

表４　分岐処理のプログラムの作成

項目 自己評価
受講前（N＝48） 受講後（N＝29）

（人） （%） （人） （%）

if文による
分岐処理

十分できる 0 0.0 13 44.8

**
ややできる 1 2.1 13 44.8

あまりできない 3 6.3 3 10.3

全くできない 44 91.7 0 0.0

if ～ elif 文
による分岐
処理

十分できる 0 0.0 13 44.8

**
ややできる 1 2.1 12 41.4

あまりできない 2 4.2 4 13.8

全くできない 45 93.8 0 0.0

受講前後での比較：n.s.：非有意, *：p＜0.05, **：p＜0.01（Wilcoxon順位
和検定（片側検定））

表５　反復処理のプログラムの作成

項目 自己評価
受講前（N＝48） 受講後（N＝29）

（人） （%） （人） （%）

for文 に よ
る反復処理
のプログラ
ム

十分できる 0 0.0 4 13.8

**
ややできる 0 0.0 17 58.6

あまりできない 2 4.2 8 27.6

全くできない 46 95.8 0 0.0

while文 に
よる反復処
理のプログ
ラム

十分できる 0 0.0 3 10.3

**
ややできる 1 2.1 18 62.1

あまりできない 2 4.2 8 27.6

全くできない 45 93.8 0 0.0

受講前後での比較：n.s.：非有意, *：p＜0.05, **：p＜0.01（Wilcoxon順位
和検定（片側検定））

表６　リストを活用したプログラムの作成

項目 自己評価
受講前（N＝48） 受講後（N＝29）
（人） （%） （人） （%）

１次元リス
トの活用

十分できる 0 0.0 6 20.7

**
ややできる 1 2.1 14 48.3
あまりできない 2 4.2 9 31.0
全くできない 45 93.8 0 0.0

２次元リス
トの活用

十分できる 0 0.0 4 13.8

**
ややできる 1 2.1 12 41.4
あまりできない 1 2.1 13 44.8
全くできない 46 95.8 0 0.0

文字列リス
トの活用

十分できる 0 0.0 4 13.8

**
ややできる 1 2.1 16 55.2
あまりできない 1 2.1 9 31.0
全くできない 46 95.8 0 0.0

受講前後での比較：n.s.：非有意, *：p＜0.05, **：p＜0.01（Wilcoxon順位
和検定（片側検定））
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関数の活用についても、表８に示す通り、受

講前と比べて受講後の自己評価が２項目とも有

意に高いことがわかった。しかし、「文字列操

作関数の活用」については、受講後でも、「十

分できる」又は「ややできる」の回答率が

58.6％と低い。

「クラスの定義とインスタンス作成」につい

ても、表９に示す通り、受講後の自己評価の方

が有意に高いことがわかった。しかし、受講後

でも、「十分できる」又は「ややできる」の回

答率は受講後でも37.9％と極めて低い。

「ファイルの入出力関数の活用」についても、

表10に示す通り、受講後の自己評価の方が有意

に高いことがわかった。しかし、受講後でも、

「十分できる」又は「ややできる」の回答率が

55.2％と低い。

３．３　JavaScriptの基礎的なスキルの習得

JavaScriptの基礎的なスキルの習得に関す

る調査について、受講前と受講後での自己評価

の変化を以下に示す。変数の宣言については、

表 11に示す通り、受講前と比べて受講後の自

己評価が３項目とも有意に高いことがわかっ

た。

表７ 　ユーザ定義関数を活用したプログラムの

作成

項目 自己評価
受講前（N＝48） 受講後（N＝29）
（人） （%） （人） （%）

ユーザ定義関数（値
を返さない、引数
のない関数）を使っ
たプログラム作成

十分できる 0 0.0 6 20.7

**
ややできる 1 2.1 17 58.6
あまりできない 1 2.1 5 17.2
全くできない 46 95.8 1 3.4

ユーザ定義関数
（値を返さない、引
数のある関数（参
照による呼び出
し））を使ったプ
ログラム作成

十分できる 0 0.0 6 20.7

**
ややできる 0 0.0 15 51.7
あまりできない 2 4.2 8 27.6

全くできない 46 95.8 0 0.0

ユーザ定義関数
（値を返し、引数の
ある関数）を使っ
たプログラム作成

十分できる 0 0.0 8 27.6

**
ややできる 0 0.0 13 44.8
あまりできない 2 4.2 8 27.6
全くできない 46 95.8 0 0.0

リストの引き渡し
を行うユーザ定義
関数を使ったプロ
グラム作成

十分できる 0 0.0 4 13.8

**
ややできる 0 0.0 13 44.8
あまりできない 2 4.2 12 41.4
全くできない 46 95.8 0 0.0

受講前後での比較：n.s.：非有意, *：p＜0.05, **：p＜0.01（Wilcoxon順位
和検定（片側検定））

表８　関数を活用したプログラムの作成

項目 自己評価
受講前（N＝48） 受講後（N＝29）

（人） （%） （人） （%）

文字列操作
関数の活用

十分できる 0 0.0 2 6.9

**
ややできる 0 0.0 15 51.7

あまりできない 2 4.2 12 41.4

全くできない 46 95.8 0 0.0

数学関数の
活用

十分できる 0 0.0 5 17.2

**
ややできる 0 0.0 14 48.3

あまりできない 2 4.2 10 34.5

全くできない 46 95.8 0 0.0

受講前後での比較：n.s.：非有意, *：p＜0.05, **：p＜0.01（Wilcoxon順位
和検定（片側検定））

表９ 　クラスの定義とインスタンスを作成する

プログラムの作成

項目 自己評価
受講前（N＝48） 受講後（N＝29）

（人） （%） （人） （%）

クラスを定
義し、イン
スタンスを
作成

十分できる 0 0.0 3 10.3

**
ややできる 0 0.0 8 27.6

あまりできない 2 4.2 18 62.1

全くできない 46 95.8 0 0.0

受講前後での比較：n.s.：非有意, *：p＜0.05, **：p＜0.01（Wilcoxon順位
和検定（片側検定））

表10 　ファイル入出力関数を活用したプログラ

ムの作成

項目 自己評価
受講前（N＝48） 受講後（N＝29）

（人） （%） （人） （%）

ファイル入
出力関数を
使ったプロ
グラム作成

十分できる 0 0.0 3 10.3

**
ややできる 0 0.0 13 44.8

あまりできない 1 2.1 13 44.8

全くできない 47 97.9 0 0.0

受講前後での比較：n.s.：非有意, *：p＜0.05, **：p＜0.01（Wilcoxon順位
和検定（片側検定））
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数の四則演算と演算結果の画面への出力につ

いても、表12に示す通り、受講前と比べて受講

後の自己評価が３項目とも有意に高いことがわ

かった。

分岐処理のプログラムについても、表13に示

す通り、受講前と比べて受講後の自己評価が３

項目とも有意に高いことがわかった。しかし、

「switch文による分岐処理のプログラム」につ

いては、受講後でも、「十分できる」又は「や

やできる」の回答率が51.7％と低い。

反復処理のプログラムについても、表14に示

す通り、受講前と比べて受講後の自己評価が３

項目とも有意に高いことがわかった。

配列の活用についても、表15に示す通り、受

講前と比べて受講後の自己評価が３項目とも有

意に高いことがわかった。しかし、３項目とも、

受講後でも、「十分できる」又は「ややできる」

の回答率が60％未満と低い。

表11　変数を宣言したプログラムの作成

項目 自己評価
受講前（N＝48） 受講後（N＝29） 　

（人） （%） （人） （%）

数値型変数
の宣言

十分できる 0 0.0 3 10.3

**
ややできる 1 2.1 21 72.4
あまりできない 3 6.3 5 17.2
全くできない 44 91.7 0 0.0

文字型変数
の宣言

十分できる 0 0.0 5 17.2

**
ややできる 0 0.0 19 65.5
あまりできない 4 8.3 5 17.2
全くできない 44 91.7 0 0.0

配列変数の
宣言

十分できる 0 0.0 1 3.4

**
ややできる 0 0.0 18 62.1
あまりできない 3 6.3 10 34.5
全くできない 45 93.8 0 0.0

受講前後での比較：n.s.：非有意, *：p＜0.05, **：p＜0.01（Wilcoxon順位
和検定（片側検定））

表12 　数の四則演算と演算結果の画面への出力

プログラムの作成

項目 自己評価
受講前（N＝48） 受講後（N＝29）
（人） （%） （人） （%）

画面への文
字を表示す
るプログラ
ム

十分できる 0 0.0 18 62.1

**
ややできる 2 4.2 7 24.1
あまりできない 1 2.1 4 13.8
全くできない 45 93.8 0 0.0

計
算
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

数の四
則演算

十分できる 0 0.0 16 55.2

**
ややできる 1 2.1 7 24.1
あまりできない 5 10.4 6 20.7
全くできない 42 87.5 0 0.0

実数の
多項式
の計算

十分できる 0 0.0 10 34.5

**
ややできる 0 0.0 12 41.4
あまりできない 3 6.3 7 24.1
全くできない 45 93.8 0 0.0

受講前後での比較：n.s.：非有意, *：p＜0.05, **：p＜0.01（Wilcoxon順位
和検定（片側検定））

表13　分岐処理のプログラムの作成

項目 自己評価
受講前（N＝48） 受講後（N＝29）
（人） （%） （人） （%）

if文による
分岐処理

十分できる 0 0.0 10 34.5

**
ややできる 1 2.1 13 44.8
あまりできない 3 6.3 6 20.7
全くできない 44 91.7 0 0.0

if～ else文
による分岐
処理

十分できる 0 0.0 10 34.5

**
ややできる 0 0.0 13 44.8
あまりできない 4 8.3 6 20.7
全くできない 44 91.7 0 0.0

switch 文
による分岐
処理

十分できる 0 0.0 4 13.8

**
ややできる 0 0.0 11 37.9
あまりできない 2 4.2 14 48.3
全くできない 46 95.8 0 0.0

受講前後での比較：n.s.：非有意, *：p＜0.05, **：p＜0.01（Wilcoxon順位
和検定（片側検定））

表14　反復処理のプログラムの作成

項目 自己評価
受講前（N＝48） 受講後（N＝29）
（人） （%） （人） （%）

for文 に よ
る反復処理
のプログラ
ム

十分できる 0 0.0 2 6.9

**
ややできる 0 0.0 19 65.5
あまりできない 2 4.2 8 27.6
全くできない 46 95.8 0 0.0

while文 に
よる反復処
理のプログ
ラム

十分できる 0 0.0 3 10.3

**
ややできる 0 0.0 16 55.2
あまりできない 2 4.2 10 34.5
全くできない 46 95.8 0 0.0

do～while
文による反
復処理のプ
ログラム

十分できる 0 0.0 2 6.9

**
ややできる 0 0.0 16 55.2
あまりできない 2 4.2 11 37.9
全くできない 46 95.8 0 0.0

受講前後での比較：n.s.：非有意, *：p＜0.05, **：p＜0.01（Wilcoxon順位
和検定（片側検定））
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ユーザ定義関数の作成についても、表16に示

す通り、受講前と比べて受講後の自己評価が４

項目とも有意に高いことがわかった。しかし、

「配列の引き渡しを行うユーザ定義関数を使っ

たプログラムを作成」については、受講後でも、

「十分できる」又は「ややできる」の回答率が

44.8％と低い。

関数の活用についても、表17に示す通り、受

講前と比べて受講後の自己評価が２項目とも有

意に高いことがわかった。しかし、２項目とも、

受講後でも、「十分できる」又は「ややできる」

の回答率が60％未満と低い。

構造体の活用についても、表18に示す通り、

受講前と比べて受講後の自己評価が２項目とも

有意に高いことがわかった。しかし、受講後で

も、２項目とも「十分できる」又は「ややでき

る」の回答率が40％未満と極めて低い。

ファイルの入出力関数の活用についても、表

19に示す通り、受講前と比べて受講後の自己評

価が有意に高いことがわかった。しかし、受講

後でも「十分できる」又は「ややできる」の回

答率が50％未満と低い。

表15　配列を活用したプログラムの作成

項目 自己評価
受講前（N＝48） 受講後（N＝29）
（人） （%） （人） （%）

１次元配列
の活用

十分できる 0 0.0 3 10.3

**
ややできる 0 0.0 14 48.3
あまりできない 2 4.2 12 41.4
全くできない 46 95.8 0 0.0

２次元配列
の活用

十分できる 0 0.0 2 6.9

**
ややできる 0 0.0 15 51.7
あまりできない 2 4.2 12 41.4
全くできない 46 95.8 0 0.0

文字型配列
の活用

十分できる 0 0.0 3 10.3

**
ややできる 0 0.0 12 41.4
あまりできない 1 2.1 11 37.9
全くできない 47 97.9 3 10.3

受講前後での比較：n.s.：非有意, *：p＜0.05, **：p＜0.01（Wilcoxon順位
和検定（片側検定））

表16 　ユーザ定義関数を活用したプログラムの

作成

項目 自己評価
受講前（N＝48） 受講後（N＝29）
（人） （%） （人） （%）

ユーザ定義関数（値
を返さない、引数の
ない関数）を使った
プログラム作成

十分できる 0 0.0 9 31.0

**
ややできる 0 0.0 13 44.8
あまりできない 1 2.1 7 24.1
全くできない 47 97.9 0 0.0

ユーザ定義関数（値
を返さない、引数の
ある関数（参照によ
る呼び出し））を使っ
たプログラム作成

十分できる 0 0.0 7 24.1

**
ややできる 0 0.0 16 55.2
あまりできない 1 2.1 6 20.7

全くできない 47 97.9 0 0.0

ユーザ定義関数（値
を返し、引数のある
関数）を使ったプロ
グラム作成

十分できる 0 0.0 6 20.7

**
ややできる 0 0.0 14 48.3
あまりできない 1 2.1 9 31.0
全くできない 47 97.9 0 0.0

配列の引き渡しを行
うユーザ定義関数を
使ったプログラム作
成

十分できる 0 0.0 2 6.9

**
ややできる 0 0.0 11 37.9
あまりできない 1 2.1 16 55.2
全くできない 47 97.9 0 0.0

受講前後での比較：n.s.：非有意, *：p＜0.05, **：p＜0.01（Wilcoxon順位
和検定（片側検定））

表17　関数を活用したプログラムの作成

項目 自己評価
受講前（N＝48） 受講後（N＝29）

（人） （%） （人） （%）

文字列操作
関数の活用

十分できる 0 0.0 1 3.4

**
ややできる 0 0.0 13 44.8

あまりできない 1 2.1 15 51.7

全くできない 47 97.9 0 0.0

数学関数の
活用

十分できる 0 0.0 6 20.7

**
ややできる 0 0.0 11 37.9

あまりできない 1 2.1 12 41.4

全くできない 47 97.9 0 0.0

受講前後での比較：n.s.：非有意, *：p＜0.05, **：p＜0.01（Wilcoxon順位
和検定（片側検定））

表18　構造体を活用したプログラムの作成

項目 自己評価
受講前（N＝48） 受講後（N＝29）

（人） （%） （人） （%）

構造体の活
用

十分できる 0 0.0 1 3.4

**
ややできる 0 0.0 8 27.6

あまりできない 1 2.1 17 58.6

全くできない 47 97.9 3 10.3

構造体配列
の活用

十分できる 0 0.0 1 3.4

**
ややできる 0 0.0 9 31.0

あまりできない 2 4.2 16 55.2

全くできない 46 95.8 3 10.3

受講前後での比較：n.s.：非有意, *：p＜0.05, **：p＜0.01（Wilcoxon順位
和検定（片側検定））
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３．４　ｅラーニングの確認テストから見る学

習の定着度

前節までは、PythonとJavaScriptのプログ

ラミングスキルに関する自己評価の受講前後で

の変化について考察した。本節では、ｅラーニ

ング上の確認テストの達成状況について考察す

る。確認テストは、プログラミング言語に関す

る専門用語の理解度を確認するためのテストで

ある。出題は選択処理におけるif文の使い方、

反復処理におけるfor文の使い方、リストや配

列の活用などプログラミング言語に関する基礎

的な知識を確認するための選択形式の問題を課

した。表20は、各回での確認テストの達成度を

示す。確認テストには複数回トライすることが

できる。達成度は、各回の問題を全て正解の場

合を100点として、その割合を受講生の平均点

として算出したものである。Pythonの学習に

おいては２次元リストの達成度が相対的に低

く、JavaScriptの学習においては選択処理（分

岐）の達成度が相対的に低い傾向がみられる。

ただし、確認テスト全体の平均点が、2020年

（令和２年）度の68.8点から大幅に向上し、93.3

点に達している。これはプログラミング言語の

専用用語に対する理解度が向上していることを

示唆しており、良い結果と言える。

４　授業形式の違いによる教育効果の比較

2022年（令和４年）度においては、原則とし

て対面形式で情報処理教室での授業を行い、授

業の録画を後からｅラーニングから視聴できる

ようにした。一方、2020年（令和２年）度にお

いては、Zoomを使用して同期型のオンライン

形式で授業を行い、後から録画を視聴できるよ

うにした。これらの授業形式の違いが教育効果

に与えた影響を検証するため、授業終了時の受

講生の自己評価を比較した。

Pythonの基礎的なスキルの習得について

は、2022年（令和４年）度の方が18項目中17

項目で「十分できる」又は「ややできる」の回

答率が高く、11項目で統計的に有意に高い結

果となった（表21）。JavaScriptの基礎的なス

キルの習得についても、2022年（令和４年）度

の方が24項目中20項目で「十分できる」又は「や

やできる」の回答率が高く、９項目で統計的に

有意に高い結果となった（表22）。

表19 　ファイル入出力関数を活用したプログラ

ムの作成

項目 自己評価
受講前（N＝48） 受講後（N＝29）
（人） （%） （人） （%）

ファイル入
出力関数を
使ったプロ
グラムを作
成

十分できる 0 0.0 3 10.3

**
ややできる 0 0.0 11 37.9
あまりできない 2 4.2 13 44.8

全くできない 46 95.8 2 6.9

受講前後での比較：n.s.：非有意, *：p＜0.05, **：p＜0.01（Wilcoxon順位
和検定（片側検定））

表20 　ｅラーニング上の確認テストの達成度

（N＝52）

回 授業内容 達成度（点）

1 プログラミングの概要 97.2

2
基本的なデータ表現、Python－簡単なデータの入
出力

99.1

3
Python－数値データの入力・計算・出力、選択処
理（分岐）

93.2

4 Python－選択処理（分岐） 98.0
5 Python－反復処理（繰り返し） 100.0
6 Python－１次元リスト 97.3
7 Python－２次元リスト 90.2
8 Python－文字列のリスト、関数 95.8
9 Python－関数の作り方 98.7
10 Python－文字列操作関数 95.0
11 Python－数学関数 93.6

12
Python－クラス、ファイル処理、JavaScript－デー
タの入出力

97.1

13 JavaScript－選択処理（分岐） 85.8
14 JavaScript－反復処理（繰り返し）、配列、関数 98.8
15 JavaScript－メニュー、フォーム、ボタンの配置等 92.6
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表21　受講後のPythonの基礎的なスキルの習得（2020年度［n＝27］と2022年度［n＝29］）

項目 自己評価
2020年度 2022年度

（人） （%） （人） （%）

画面へ文字を表示するプログラム

十分できる 9 33.3 17 58.6

*
ややできる 14 51.9 10 34.5
あまりできない 4 14.8 2 6.9
全くできない 0 0.0 0 0.0

計
算
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

数の四則演算

十分できる 6 22.2 17 58.6

*
ややできる 16 59.3 7 24.1
あまりできない 5 18.5 5 17.2
全くできない 0 0.0 0 0.0

実数の多項式の計算

十分できる 3 11.1 9 31.0

*
ややできる 12 44.4 13 44.8
あまりできない 11 40.7 7 24.1
全くできない 1 3.7 0 0.0

分
岐
処
理
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

if文による分岐処理

十分できる 2 7.4 13 44.8

**
ややできる 16 59.3 13 44.8
あまりできない 9 33.3 3 10.3
全くできない 0 0.0 0 0.0

if～elif文による分岐処理

十分できる 1 3.7 13 44.8

**
ややできる 17 63.0 12 41.4
あまりできない 9 33.3 4 13.8
全くできない 0 0.0 0 0.0

反
復
処
理
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

for文による反復処理のプログラム

十分できる 1 3.7 4 13.8

n.s
ややできる 15 55.6 17 58.6
あまりできない 11 40.7 8 27.6
全くできない 0 0.0 0 0.0

while文による反復処理のプログラム

十分できる 1 3.7 3 10.3

n.s
ややできる 15 55.6 18 62.1
あまりできない 11 40.7 8 27.6
全くできない 0 0.0 0 0.0

リ
ス
ト
の
活
用

１次元リストの活用

十分できる 1 3.7 6 20.7

*
ややできる 12 44.4 14 48.3
あまりできない 14 51.9 9 31.0
全くできない 0 0.0 0 0.0

２次元リストの活用

十分できる 1 3.7 4 13.8

n.s
ややできる 11 40.7 12 41.4
あまりできない 15 55.6 13 44.8
全くできない 0 0.0 0 0.0

文字列リストのをプログラムで活用

十分できる 1 3.7 4 13.8

*
ややできる 11 40.7 16 55.2
あまりできない 15 55.6 9 31.0
全くできない 0 0.0 0 0.0

ユ
ー
ザ
定
義
関
数
の
作
成

ユーザ定義関数（値を返さない、引数のない関数）を使っ
たプログラム作成

十分できる 2 7.4 6 20.7

**
ややできる 11 40.7 17 58.6
あまりできない 13 48.1 5 17.2
全くできない 1 3.7 1 3.4

ユーザ定義関数（値を返さない、引数のある関数（参照に
よる呼び出し））を使ったプログラム作成

十分できる 2 7.4 6 20.7

*
ややできる 11 40.7 15 51.7
あまりできない 13 48.1 8 27.6
全くできない 1 3.7 0 0.0

ユーザ定義関数（値を返し、引数のある関数）を使ったプ
ログラム作成

十分できる 2 7.4 8 27.6

**
ややできる 9 33.3 13 44.8
あまりできない 15 55.6 8 27.6
全くできない 1 3.7 0 0.0

リストの引き渡しを行うユーザ定義関数を使ったプログラ
ム作成

十分できる 2 7.4 4 13.8

n.s
ややできる 9 33.3 13 44.8
あまりできない 15 55.6 12 41.4
全くできない 1 3.7 0 0.0

文字列操作関数の活用

十分できる 0 0.0 2 6.9

n.s
ややできる 12 44.4 15 51.7
あまりできない 14 51.9 12 41.4
全くできない 1 3.7 0 0.0

数学関数の活用

十分できる 1 3.7 5 17.2

*
ややできる 11 40.7 14 48.3
あまりできない 14 51.9 10 34.5
全くできない 1 3.7 0 0.0

クラスを定義し、インスタンスを作成

十分できる 1 3.7 3 10.3

n.s
ややできる 14 51.9 8 27.6
あまりできない 11 40.7 18 62.1
全くできない 1 3.7 0 0.0

ファイル入出力関数を使ったプログラム作成

十分できる 2 7.4 3 10.3

n.s
ややできる 8 29.6 13 44.8
あまりできない 15 55.6 13 44.8
全くできない 2 7.4 0 0.0

2020年度と2022年度での比較：n.s.：非有意, *：p＜0.05, **：p＜0.01（Wilcoxon順位和検定（片側検定））



― 30 ― ― 31 ―

福岡県立大学人間社会学部紀要　第32巻　第１号 石崎：福岡県立大学人間社会学部における「プログラミング概論」の教育効果（2022年度）－PythonとJavaScriptの基礎的なスキル習得と授業形式の比較－

表22　受講後のJavaScriptの基礎的なスキルの習得（2020年度［n＝27］と2022年度［n＝29］）

項目 自己評価
2020年度 2022年度

（人） （%） （人） （%）

変
数
の
宣
言

数値型変数の宣言

十分できる 1 3.7 3 10.3

*ややできる 16 59.3 21 72.4
あまりできない 10 37.0 5 17.2
全くできない 0 0.0 0 0.0

文字型変数の宣言

十分できる 1 3.7 5 17.2

*ややできる 17 63.0 19 65.5
あまりできない 9 33.3 5 17.2
全くできない 0 0.0 0 0.0

配列変数の宣言

十分できる 1 3.7 1 3.4

n.sややできる 13 48.1 18 62.1
あまりできない 12 44.4 10 34.5
全くできない 1 3.7 0 0.0

画面への文字を表示するプログラム

十分できる 6 22.2 18 62.1

**ややできる 15 55.6 7 24.1
あまりできない 5 18.5 4 13.8
全くできない 1 3.7 0 0.0

計
算
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

数の四則演算を行うプログラム

十分できる 3 11.1 16 55.2

**ややできる 16 59.3 7 24.1
あまりできない 8 29.6 6 20.7
全くできない 0 0.0 0 0.0

実数の多項式の計算をするプログラム

十分できる 2 7.4 10 34.5

*ややできる 15 55.6 12 41.4
あまりできない 10 37.0 7 24.1
全くできない 0 0.0 0 0.0

分
岐
処
理
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

if文による分岐処理のプログラム

十分できる 2 7.4 10 34.5

*ややできる 15 55.6 13 44.8
あまりできない 10 37.0 6 20.7
全くできない 0 0.0 0 0.0

if～else文による分岐処理のプログラム

十分できる 2 7.4 10 34.5

*ややできる 16 59.3 13 44.8
あまりできない 9 33.3 6 20.7
全くできない 0 0.0 0 0.0

switch文による分岐処理のプログラム

十分できる 0 0.0 4 13.8

n.sややできる 13 48.1 11 37.9
あまりできない 14 51.9 14 48.3
全くできない 0 0.0 0 0.0

反
復
処
理
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

for文による反復処理のプログラム

十分できる 1 3.7 2 6.9

n.sややできる 14 51.9 19 65.5
あまりできない 12 44.4 8 27.6
全くできない 0 0.0 0 0.0

while文による反復処理のプログラム

十分できる 0 0.0 3 10.3

n.sややできる 14 51.9 16 55.2
あまりできない 13 48.1 10 34.5
全くできない 0 0.0 0 0.0

do～while文による反復処理のプログラム

十分できる 0 0.0 2 6.9

n.sややできる 12 44.4 16 55.2
あまりできない 14 51.9 11 37.9
全くできない 1 3.7 0 0.0

配
列
の
活
用

１次元配列をプログラム

十分できる 0 0.0 3 10.3

n.sややできる 16 59.3 14 48.3
あまりできない 11 40.7 12 41.4
全くできない 0 0.0 0 0.0

２次元配列をプログラム

十分できる 0 0.0 2 6.9

n.sややできる 13 48.1 15 51.7
あまりできない 14 51.9 12 41.4
全くできない 0 0.0 0 0.0

文字型配列をプログラムで活用

十分できる 1 3.7 3 10.3

n.sややできる 12 44.4 12 41.4
あまりできない 14 51.9 11 37.9
全くできない 0 0.0 3 10.3

ユ
ー
ザ
定
義
関
数
の
作
成

ユーザ定義関数（値を返さない、引数のない関数）を使っ

たプログラムを作成

十分できる 2 7.4 9 31.0

**ややできる 12 44.4 13 44.8
あまりできない 12 44.4 7 24.1
全くできない 1 3.7 0 0.0

ユーザ定義関数（値を返さない、引数のある関数（参照に

よる呼び出し））を使ったプログラムを作成

十分できる 2 7.4 7 24.1

*ややできる 13 48.1 16 55.2
あまりできない 11 40.7 6 20.7
全くできない 1 3.7 0 0.0

ユーザ定義関数（値を返し、引数のある関数）を使ったプ

ログラムを作成

十分できる 2 7.4 6 20.7

n.sややできる 12 44.4 14 48.3
あまりできない 12 44.4 9 31.0
全くできない 1 3.7 0 0.0

配列の引き渡しを行うユーザ定義関数を使ったプログラム

を作成

十分できる 1 3.7 2 6.9

n.sややできる 12 44.4 11 37.9
あまりできない 13 48.1 16 55.2
全くできない 1 3.7 0 0.0

文字列操作関数をプログラムで活用

十分できる 0 0.0 1 3.4

n.sややできる 11 40.7 13 44.8
あまりできない 15 55.6 15 51.7
全くできない 1 3.7 0 0.0

数学関数をプログラムで活用

十分できる 1 3.7 6 20.7

n.sややできる 12 44.4 11 37.9
あまりできない 12 44.4 12 41.4
全くできない 2 7.4 0 0.0

構
造
体
の
活
用

構造体を使ったプログラムを作成

十分できる 0 0.0 1 3.4

n.sややできる 11 40.7 8 27.6
あまりできない 14 51.9 17 58.6
全くできない 2 7.4 3 10.3

構造体配列を使ったプログラムを作成

十分できる 0 0.0 1 3.4

n.sややできる 11 40.7 9 31.0
あまりできない 14 51.9 16 55.2
全くできない 2 7.4 3 10.3

ファイル入出力関数を使ったプログラムを作成

十分できる 1 3.7 3 10.3

n.sややできる 10 37.0 11 37.9
あまりできない 14 51.9 13 44.8
全くできない 2 7.4 2 6.9

2020年度と2022年度での比較：n.s.：非有意, *：p＜0.05, **：p＜0.01（Wilcoxon順位和検定（片側検定））
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対面形式で授業を行った2022年（令和４年）

度の授業が、同期型のオンライン形式で授業を

行った2020年（令和２年）度よりも受講生の自

己評価が高くなった要因を考察する。2022年

（令和４年）度の授業形式で良かった点として、

「対面形式だったので、わからない時はその場

で質問できる」という回答が65.5％（19）で最

も多く、次いで「対面形式だったので、オンラ

イン形式に比べて授業のペースに合わせて学習

できる」という回答が41.4％（12）、「録画を含

む講義資料を自分の都合の良い時に閲覧でき、

学習できる」という回答も同じく41.4％（12）

となっていた。これらの結果から、対面形式の

授業においては、質問がしやすいことや授業

ペースに合わせて学習できることが良かったと

言える。また、オンライン形式の授業の利点で

ある、授業の録画を後からｅラーニングから視

聴できるようにしたことも良かったと考えられ

る。

一方、今回の授業において最も多く挙げられ

た問題点は、「課題が難しい」という回答で、

割合は51.7％（15）であった。また、「授業のペー

スが早くてついていけない」が20.7％（6）、「授

業の難易度が高い」という回答が17.2％（5）

と続いた。これらは授業の改善点として今後、

特に注意すべき点と言える。

自由記述によると、授業で身についていない

と感じるコンピュータのスキルとして、意外な

ことに複数の受講生が「タイピングが遅い」と

いうことを挙げていた。山本・新村（2021）に

よると、2010年代前半のスマートフォンの普

及率の急上昇に伴い、大学入学前にパソコンを

使用する機会が減り、大学新入生のパソコンス

キルが2000年代よりも低下したことが指摘さ

れている10）。「授業速度を遅くして欲しかった

です」「長い例題を打ち込んでいるとき、説明

のタイミングが重なってしまい、理解が追いつ

かない時があった」といった記述も多数あった

ため、タイピングが苦手な受講生の入力時間を

考慮しながら、授業を進めることが重要である

ことがわかった。

５　考察と結論

本稿では、当大学人間社会学部２年次に開講

されている「プログラミング概論」の受講生に

対して、プログラミング言語のスキルの習得状

況等について実施した質問紙調査とｅラーニン

グ確認テストの結果をもとに、プログラミング

の学習における具体的な難点や、教育方法の改

善点について考察した。

Pythonの基礎的なスキルの習得について

は、受講前に比べて受講後の自己評価が有意に

表23 　授業形式の良かった点（N＝29）（人）（複

数回答）

対面形式だったので、わからない時はその場で質問できる。 19 65.5％
対面形式だったので、オンライン形式に比べて授業のペース
に合わせて学習できる。

12 41.4％

録画を含む講義資料を自分の都合の良い時に閲覧でき、学習
できる。

12 41.4％

毎回の授業で、確認テストを設けてあったので、理解が深ま
る。

9 31.1％

毎回の授業で、授業アンケートがあり、理解度の確認をして
くれる。

8 27.6％

授業資料（録画）のわかりにくいところは、止めたり、何度
も繰り返し閲覧できるので理解が深まる。

6 20.7％

授業レポートが毎回出されることで、授業に熱心に取り組む
ことにより理解が深まる。

5 17.2％

毎回の授業で、授業アンケートがあり、わかりにくいところ
の質問ができるようにしている。

5 17.2％

該当するものはない。 1 3.4％

表24　授業の問題点（N＝29）（人）（複数回答）

課題が難しい 15 51.7％

授業のペースが早くてついていけない 6 20.7％

授業の難易度が高い 5 17.2％

確認テストの量が多い 3 10.3％

課題が多いと感じる 2 6.9％

質問がしにくい 0 0.0％

該当するものはない 5 17.2％
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高く、授業での教育効果が認められた。ただし、

「２次元リストの活用」「リストの引き渡しを行

うユーザ定義関数を使ったプログラム作成」「文

字列操作関数の活用」「ファイルの入出力関数

の活用」といった項目については、受講後でも

「十分できる」又は「ややできる」と自己評価

する受講生の割合が60％未満となっていた。ま

た、「クラスの定義とインスタンス作成」につ

いては、受講後でも非常に低い結果で、37.9％

にとどまった。

JavaScriptの基礎的なスキルの習得につい

ても、受講前に比べて受講後の自己評価が有意

に高く、授業での教育効果が認められた。しか

し、「switch文による分岐処理のプログラム」

「配列の活用」「数学関数をプログラムで活用」

といった項目については、受講後でも「十分で

きる」又は「ややできる」と自己評価する受講

生の割合が60％未満となっていた。また、「配

列の引き渡しを行うユーザ定義関数を使ったプ

ログラムを作成」「文字列操作関数をプログラ

ムで活用」「構造体の活用」「ファイルの入出力

関数の活用」については、受講後でも50％に達

していない。

このように、PythonとJavaScript両方にお

いて、受講者が十分なスキルを習得できなかっ

た共通の課題は、リストや配列、ユーザ定義関

数、ファイルの入出力関数の活用であった。当

該授業の受講前の段階で、プログラミングを初

めて学習する受講生が多かったため、これらの

項目は初心者にとって難解であったと考えられ

る。解説や演習をよりわかりやすくする工夫が

必要であることがわかった。

2022年（令和４年）度と2020年（令和２年）

度を比較すると、2022年（令和４年）度の方が

受講後の受講生の自己評価が高くなった。

2022年（令和４年）度では、質問がしやすいこ

とや授業ペースに合わせて学習できる対面形式

の良さに加え、オンライン形式の利点である授

業の録画を後から視聴できるようにしたことな

ど、授業形式において教育効果を高める要素が

あったと考えられる。また、2022年（令和４年）

度のｅラーニングの確認テストの平均点も

2020年（令和２年）度から大幅に向上していた。

以上のような点から受講生の自己評価の向上に

つながったのではないかと考えられる。

しかし、2022年（令和４年）度の授業では、

受講生から「課題が難しい」「授業の難易度が

高い」という問題点が指摘された。この問題に

対応するため、授業内容や課題の難易度の調整

が必要であることがわかった。また、受講生の

中には自身の「タイピングが遅い」と感じる者

も多く、授業速度を遅くして欲しいとする要望

もあった。さらに、当大学人間社会学部におい

て大学入学時にパソコンをほとんど利用してい

ない学生の割合が約42％にも上ることが、柴田

（2022）による調査11）で示されており、山本・

新村（2021）による大学入学前にパソコンを使

用する機会が減っているという指摘とも一致す

る結果となっている。したがって、一定数の受

講生がタイピングが苦手であることが予想され

るため、入力時間に余裕をもった授業進行が必

要である。

以上のように、プログラミングの基礎的なス

キルの習得には教育効果が認められるものの、

スキルの十分な定着には至っておらず、改善が

必要な点が見出された。

葛西ら（2022）による報告に加え、東（2019）

による首都圏の文系学部に所属する大学生を対

象とした質問紙調査でも、大学入学前にプログ

ラミング言語を学んだ学生は少ないことが報告
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されている。東（2019）は、プログラミング言

語を学んでいない学生は、特に、テキスト

（コード）を記述するプログラミングでは、ス

ペルミスによりプログラムが動かなかったり、

英語に苦手意識がある場合などにより、途中で

挫折する可能性があることが懸念されることか

ら、ビジュアル型プログラミング言語の利用を

提案している12）。視覚的なパーツの組合せによ

りプログラミングができ、英語表現の文法を覚

える必要がないため、学生たちの学習意欲の向

上にもつながるとしている。また、山本・新村

（2021）は、計算や文字列処理に偏らせないよ

うに興味を持たせる題材を取り扱い、ビジュア

ル型プログラミング言語を用いて変数や演算、

順次・選択・条件の制御処理といったプログラ

ミングの基本も教育の中に盛り込む教育事例を

紹介している。鞆・上條・増田（2022）は、学

習者が動作を目視で確認でき体感的に学べるビ

ジュアルプログラミング言語やロボットを用い

たプログラミング学習を提案している13）。他方

で、章・山本（2023）は、文系学部の学生に不

足しがちなデータサイエンスの学習の基礎とな

る数学、情報、統計の知識の必要性を主張し、

Pythonプログラミングでこうした基礎知識を

復習できるオンデマンド型教材を提案してい

る14）。このように、文系学部のプログラミング

教育の改善には多角的なアプローチが求められ

ている。

「プログラミング概論」は、データサイエン

ス・プログラムの第２段階の専門基礎に位置づ

けられる科目である。このような科目において

基礎力がしっかり身につけられなければ、次の

段階の応用力の育成につながらない。したがっ

て、基礎科目の教育効果を評価することは、教

育プログラム全体の教育効果を確認するために

も重要であり、今後も調査を継続して実施し、

指導方法や教育プログラムの改善に取り組んで

いきたい。
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